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　3 学期の活動は、学年の締めになるものも多く、

この一年間でいろいろな経験をしてきた子どもた

ちが自信に満ちあふれた表情をするようになりま

す。その顔を見ると、VCとして活動を支えること

ができて良かったと実感します。

 さて、今年度の VC だよりはいかがでしたでしょ

うか。科目別に記事をまとめ、他学年の活動記

事も目に留まるように工夫をしました。来年度は、

地域人材の活用についてより分かりやすくお届け

できるように努めてまいります。

 最後になりましたが、今年度もたくさんの方に

支えていただきましたこと、心より御礼申し上げ

ます。来年度もよろしくお願いいたします。
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地域とつながる鶴二小
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 「ぶにってなんだ
ろう？」タイトルを
見て、全員が思っ
たことです。これ
は昔話のひとつで、
持って生まれたも
のをどう生かして
いくかが大切とい
うお話です。紙芝

居後には自分の思う「ぶに」について、生まれ持った才能、
運勢、価値、個性など、ちょうどスキル科で「自分らしさ」
を考えている子どもたちからたくさんの意見がでました。最
後に井上さんからは、人と交換できない自分だけのそれを受
け止め、どう伸ばしていくのかが大切とエールをもらいました。

 梅が見頃の時期
に合う落語を選ん
でいただきまし
た。昔は花見とい
うと梅の花を見に
いくことだったそ
うです。また、持
病の癪、あいぐす
りなど登場する言

葉の説明を添えながらお話を進めてくださいます。登場人
物が多く、テンポがよいお話ですが、井上さんの見事な
演じ分けと落語ならではの滑稽な会話を聞き分け、大笑
いの子どもたちでした。

図書

 井上さんには、毎回学年のクラス分の対応をしていた
だいています。紙芝居の特性上、人数が多いと伝わり
にくいためでもありますが、学年によっては図書の時間
がまちまちで、１日に３回だったり、連日だったりとな
る中、快くお引き受けくださっています。今年度は全学
年に披露していただきました。ありがとうございました！

４年 「やかんなめ」

ゲストティーチャー 井上 直子さん 紙芝居いっぷく座・鶴二小卒業生

６年 「大きなぶにと小さなぶに」

読み聞かせ時間に昔話の紙芝居を披露していただいています。
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